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衆
議
院
議
員
木
村
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出
国
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流
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る
質
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に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

独
立
行
政
法
人
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
が
設
置
す
る
国
立
青
少
年
交
流
の
家
及
び
国

立
青
少
年
自
然
の
家
（
以
下
「
国
立
青
少
年
交
流
の
家
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
十
一
月
の
行
政
刷

新
会
議
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
事
業
仕
分
け
（
以
下
単
に
「
事
業
仕
分
け
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
「
自
治
体
・

民
間
へ
移
管
」
と
の
評
価
結
果
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
引
き
続
き
青
少
年
教
育
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
さ
せ
つ
つ
、
諸
条
件
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
地
方
公
共
団
体
等
へ
の
移
管
準
備
を
進
め
る
方
針

と
し
た
。
文
部
科
学
省
が
設
置
し
た
「
国
立
青
少
年
教
育
施
設
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
が
平
成
二
十
三
年
二
月
に
取

り
ま
と
め
た
「
今
後
の
国
立
青
少
年
教
育
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て
（
報
告
書
）
」
（
以
下
「
検
討
会
報
告
書
」
と
い
う
。
）

で
は
、
国
立
青
少
年
交
流
の
家
等
に
つ
い
て
、
「
�
「
事
業
仕
分
け
」
の
結
果
を
受
け
た
文
部
科
学
省
の
対
応
方
針
等
を
踏

ま
え
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
選
択
と
集
中
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
�
引
き
続
き
移
管
に
向
け
た
調

整
を
行
い
つ
つ
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
施
設
配
置
や
管
理
運
営
を
行
う
必
要
が
あ
る
こ
と
」
が
基
本
的
な
考
え
方
で
あ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
検
討
会
報
告
書
の
内
容
と
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
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二
に
つ
い
て

国
立
青
少
年
交
流
の
家
等
の
在
り
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
に
、
国
立
青
少
年
交
流
の
家
等
が
所
在
す

る
市
町
村
か
ら
文
部
科
学
大
臣
等
に
対
し
、
「
国
営
継
続
を
求
め
る
」
内
容
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
国

立
青
少
年
交
流
の
家
等
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
国
立
青
少
年
交
流
の
家
等
が
所
在
す
る
地
方
公
共
団

体
の
事
情
等
を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

三
に
つ
い
て

事
業
仕
分
け
で
は
、
機
構
が
行
う
事
業
に
つ
い
て
、
「
事
業
見
直
し
の
視
点
」
（
平
成
二
十
一
年
十
月
二
十
二
日
行
政
刷

新
会
議
了
承
）
等
を
踏
ま
え
、
事
業
目
的
に
照
ら
し
「
手
段
と
し
て
効
率
的
で
あ
る
か
」
等
の
観
点
か
ら
検
証
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
機
構
が
行
う
事
業
の
今
後
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
事
業
仕
分
け
の
評
価
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
「
独
立
行
政

法
人
の
事
務
・
事
業
の
見
直
し
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
二
年
十
二
月
七
日
閣
議
決
定
）
に
沿
っ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た

い
。

四
に
つ
い
て

検
討
会
報
告
書
に
お
い
て
は
、
「
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、
か

二



つ
青
少
年
教
育
の
中
核
と
な
る
施
設
と
し
て
青
少
年
等
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
は
、
東
京
以
外
の

都
市
に
お
い
て
も
高
い
ニ
ー
ズ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
例
え
ば
地
方
自
治
体
と
協
働
し
つ
つ
廃
校
や
既
存
の
類
似
施
設
を
活

用
す
る
等
、
よ
り
効
率
的
な
手
法
を
用
い
つ
つ
、
新
た
な
都
市
型
の
国
立
青
少
年
教
育
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
積
極
的
に
検

討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
「
新
た
な
都
市
型
の
国
立
青
少
年
教
育
施
設
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
そ
の
ニ
ー
ズ
や
コ
ス
ト
等
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
等
を

踏
ま
え
、
具
体
的
な
在
り
方
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
機
構
に
対
す
る
運
営
費
交
付
金
と
し
て
、
機
構
に
お
け
る
事
務
の
効
率
化
等
を
考

慮
し
、
平
成
二
十
二
年
度
予
算
に
比
べ
て
二
億
八
千
二
百
九
十
六
万
三
千
円
減
額
し
た
、
九
十
四
億
七
千
八
百
五
十
一
万
八

千
円
を
計
上
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

機
構
で
は
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
の
た
め
、
民
間
団
体
等
が
行
う
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
体
験
活
動
や
読
書
活
動
の
振
興

を
図
る
活
動
等
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
「
子
ど
も
ゆ
め
基
金
事
業
」
を
実
施
し
、
当
該
事
業
に
お
い
て
、
児
童
養
護

三



施
設
に
対
す
る
助
成
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
三
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
、
広
く
一
般
か
ら
寄
附
金
を
募
り
、
こ
れ
を
児
童
養
護
施
設
に
送
金
す
る
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
機
構
の
取
組
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
意
義
の
あ
る
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

四


